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匍匐枝があり、まばらに叢生する。基部の鞘は無葉
身気味、褐色。苞葉は葉状で雌小穂よりも長く、有
鞘。頂小穂は雄性、線形、雄鱗片は淡褐色～褐色、
鋭頭。雌鱗片は淡褐色で中脈緑色、鋭頭または鈍
頭、時に短芒端、果胞より短い。果胞は無毛、有脈、
嘴はやや長く、明瞭な2歯。花期は6-7月。

生態的特徴

Carex sachalinensis  F.Schmidt
var. aureobrunnea  (Ohwi) Ohwi

減少要因 開発に伴う山林伐採。

保全対策 山林の保全。

丘陵や低山の林床や路傍に生育する多年草。

チャイトスゲ

分布状況
本州（東海～近畿地方）・四国・九州に分布し、岐阜
県では県南東部と中部に分布する。

準絶滅危惧

カヤツリグサ科

選定理由 分布域の一部で生育条件が悪化しているため。

写真（岐阜県博物館）標本

形態の特徴


